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ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
エ
ン
ジ

ニ
ア
は
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
中
学
生
頃
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
始
め
た
人
が
多
い
。

ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

始
め
た
き
っ
か
け
の
3
分
の

1
が
、
中
高
の
パ
ソ
コ
ン
部

や
大
学
の
講
義
だ
（
Ｐ
ｒ
ｅ

ｆ
ｅ
ｒ
ｒ
ｅ
ｄ

Ｎ
ｅ
ｔ
ｗ

ｏ
ｒ
ｋ

社
内
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
）
。

現
在
、
パ
ソ
コ
ン
部
を
設

置
し
て
い
る
の
は
、
中
学
校

13
・
8
％
、
高
等
学
校
33
・

1
％
（
平
成
29
年
度
運
動
部

活
動
等
に
関
す
る
実
態
調
査

報
告
書
）
で
、
中
学
校
約
1

4
0
0
校
、
高
等
学
校
約
1

6
1
3
校
に
パ
ソ
コ
ン
部
が

あ
る
試
算
だ
。
ま
た
、
高
等

専
門
学
校
（
国
立
51
校
、
公

立
3
校
、
私
立
3
校
）
に
は

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
課
外
活
動

が
多
く
、
各
種

コ
ン
テ
ス
ト
に

積
極
的
に
参
加

し
て
い
る
。

一
方
で
デ
ジ
タ
ル
関
連
部

活
に
は
、
高
体
連
や
高
文
連

等
に
あ
た
る
存
在
が
な
い
。

そ
こ
で
本
検
討
会
で
は
、
産

業
界
を
中
心
に
、
デ
ジ
タ
ル

関
連
部
活
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま

え
た
支
援
（
指
導
・
助
言
、

活
動
に
使
う
機
材
・
教
材
等

の
提
供
等
）
を
実
施
し
、
活

動
範
囲
を
拡
充
さ
せ
、
生
徒

の
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
向
上
等

を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
野
球
に
「
甲
子
園
」
が

あ
る
よ
う
に
全
国
大
会
を
デ

ジ
タ
ル
関
連
部
活
に
も
根
付

か
せ
、
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
す
る

機
会
の
充
実
を
図
り
、
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
全
体
を
底
上

げ
。
デ
ジ
タ
ル
人
材
不
足
の

解
決
に
取
り
組
む
。

委
員
か
ら
は
、
デ
ジ
タ
ル

関
連
部
活
の
高
文
連
参
加
の

た
め
の
仕
組
み
つ
く
り
が
提

案
さ
れ
た
。

ま
た
、
多
様
な
才
の
集
ま

り
と
な
り
得
る
デ
ジ
タ
ル
関

連
部
活
に
ふ
さ
わ
し
い
指
導

者
確
保
の
た
め
に
は
産
学
連

携
や
地
域
人
材
の
確
保
が
不

可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の

社
会
的
な
仕
組
み
作
り
が
必

須
で
あ
る
と
い
う
意
見
も
出

た
。

１２
月
に
中
間
ま
と
め

３
月
に
提
言
ま
と
め

本
検
討
会
で
は
以
後
、
各

Ｗ
Ｇ
を
設
置
し
て
下
記
4
事

項
に
つ
い
て
討
議
す
る
。
▼

若
年
層
の
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
分
野
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル

関
連
部
活
の
支
援
は
、
ど
の

よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か

▼
デ
ジ
タ
ル
関
連
部
活
を
産

業
界
が
中
心
と
な
っ
て
持
続

的
に
支
援
す
る
た
め
に
ど
の

よ
う
な
仕
組
み
等
が
必
要
か

▼
デ
ジ
タ
ル
関
連
部
活
に

所
属
す
る
生
徒
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
・
向
上
す
る

た
め
に
有
効
な

目
標
の
在
り
方

（
大
会
・
コ
ン

テ
ス
ト
）

▼
デ
ジ
タ
ル
関

連
部
活
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ

ン
ス
確
保
の
た
め
の
仕
組
み

等
デ
ジ
タ
ル
関
連
部
活
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
・
ア
ン
ケ
ー
ト

も
行
い
、
中
間
と
り
ま
と
め

案
は
12
月
に
、
提
言
（
最
終

案
）
は
3
月
に
ま
と
め
る
。

経
済
産
業
省
は
10
月
5
日
、
第
1
回

デ
ジ
タ
ル
関
連
部
活
支
援
の
在
り
方
に
関
す

る
検
討
会
を
開
催
。
座
長
は
鹿
野
利
春
教
授
（
京
都
精
華
大
学
メ
デ
ィ
ア
表
現
学

部
）
。
2
0
5
0
年
時
点
の
生
産
年
齢
人
口
は
2
0
2
1
年
現
在
、
高
校
生
以
下
が
約

3
分
の
2
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
中
学
・
高
校
な
ど
学
校
内
で
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
高
い

関
心
・
能
力
を
有
す
る
子
供
達
が
活
動
す
る
デ
ジ
タ
ル
関
連
部
活
を
支
援
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
と
考
え
、
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
部
活
動
（
以
下
「
デ
ジ
タ
ル
関
連
部

活
」
）
に
お
い
て
体
系
的
・
効
果
的
に
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
育
成
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て

検
討
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
関
連
の
部
活
と
は
「
情
報
研
究
」
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
「
ア

プ
リ
開
発
」
「
ロ
ボ
ッ
ト
」
「
ア
ー
ト
サ
イ
エ
ン
ス
」
「
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
」
等
に
取
り
組

む
、
パ
ソ
コ
ン
部
や
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
、
ロ
ボ
ッ
ト
部
等
。

多
様
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
を

前
提
と
し
た
学
級
経
営
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
通
級
指
導

の
場
合
は
個
別
計
画
の
編
成

が
求
め
ら
れ
る
な
ど
、
特
別

支
援
教
育
に
関
し
て
求
め
ら

れ
る
事
柄
は
多
い
。
特
別
支

援
学
校
の
教
員
免
許
状
の
保

有
率
は
全
体
で
84
・
9
％
と

向
上
し
て
い
る
も
の
の
、
視

覚
障
害
教
育
は
66
・
1
％
、

聴
覚
障
害
教
育
は
59
・
6
％

と
低
く
、
取
得
で
き
る
大
学

も
限
ら
れ
て
い
る
。
現
状
、

特
別
支
援
教
育
の
免
許
状
取

得
は
猶
予
さ
れ
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
性
を
明
確
に
す

る
。
通
級
指
導
の
推
奨
に
よ

り
ほ
ぼ
す
べ
て
の
学
校
に
特

別
支
援
学
級
が
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
特
別
支
援
の
経
験

が
な
い
管
理
職
の
み
が
配
置

さ
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

管
理
職
選
考
や
登
用
に
当
た

り
特
別
支
援
教
育
に
係
る
経

験
（
特
別
支
援
学
校
、
特
別

支
援
学
級
、
通
級
に
よ
る
指

導
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
等
）
の
考
慮
が

推
奨
さ
れ
る
方
向
だ
。
委
員

か
ら
は
「
大
学
で
の
学
び
が

実
際
の
特
別
支
援
教
育
と
乖

離
し
て
お
り
、
教
育
課
程
に

つ
い
て
理
解
不
足
の
学
生
が

多
い
。
障
害
が
複
数
あ
る
児

童
生
徒
は
多
く
、
す
べ
て
の

障
害
を
理
解
す
る
必
要
が
あ

り
、
自
立
活
動
は
特
に
重
要

で
あ
る
が
分
野
が
幅
広
い
。

こ
れ
を
教
員
養
成
課
程
で
ど

こ
ま
で
担
保
で
き
る
の
か
懸

念
」
「
Ａ
Ｓ
Ｄ
（
自
閉
ス
ペ

ク
ト
ラ
ム
症
）
に
つ
い
て
学

ぶ
機
会
は
少
な
い
が
今
後
は

必
須
」
「
自
立
活
動
の
指
導

と
障
害
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性

獲
得
の
両
立
は
難
し
い
。
教

員
を
目
指
す
学
生
は
な
ん
ら

か
の
形
で
理
念
や
一
般
的
な

理
解
は
必
要
」
「
各
障
害
一

領
域
で
対
応
で
き
る
状
況
で

は
な
く
な
っ
て
お
り
研
修
の

充
実
が
大
学
と
し
て
求
め
ら

れ
て
い
る
。
通
級
や
特
別
支

援
学
校
の
教
員
を
対
象
に
、

教
員
養
成
大
学
等
で
必
要
な

単
位
を
取
得
す
る
仕
組
み
を

導
入
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。

コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
内
容

の
精
選
が
今
後
の
課
題
だ
。

文
部
科
学
省
は
10
月
25
日
、
第
1
回
「
特
別
支
援
教
育
を
担
う
教
師
の
養
成
の
在
り

方
等
に
関
す
る
検
討
会
議
」
（
加
治
佐
哲
也
座
長
・
兵
庫
教
育
大
学
長
）
を
開
催
し

た
。
2
0
2
1
年
1
月
に
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
「
新
し
い
時
代
の
特
別
支
援
教
育
の
在

り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
」
の
報
告
で
は
、
全
て
の
教
員
に
特
別
支
援
教
育
に
関
す

る
基
礎
的
な
知
識
、
合
理
的
配
慮
に
対
す
る
理
解
等
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
支

援
学
級
・
通
級
に
よ
る
指
導
を
担
当
す
る
教
員
に
は
自
立
活
動
や
発
達
障
害
等
に
関
す

る
専
門
性
や
実
践
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
、
特
別
支
援
学
校
の
教
員
に
は
障
害
の
状
態

や
特
性
及
び
心
身
の
発
達
の
段
階
等
を
十
分
把
握
し
て
各
教
科
等
や
自
立
活
動
の
指
導

等
に
反
映
で
き
る
幅
広
い
知
識
・
技
能
等
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

文
部
科
学
省
は
10
月
1

日
、
組
織
を
改
編
。
局
内
の

あ
ら
ゆ
る
課
等
に
お
い
て
1

人
1
台
情
報
端
末
等
活
用
を

前
提
と
し
た
施
策
・
業
務
を

推
進
す
る
た
め
、
情
報
教
育

・
外
国
語
教
育
課
を
発
展
的

に
解
消
。
修
学
支
援
・
教
材

課
を
設
置
し
て
端
末
整
備
と

修
学
支
援
を
始
め
と
し
た
学

校
教
材
の
整
備
を
一
体
的
に

推
進
す
る
。

局
内
全
体
の
司
令
塔
と
し

て
学
校
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
設
置
。
総

合
教
育
政
策
局
教
育
Ｄ
Ｘ
推

進
室
と
も
連
携
し
な
が
ら
、

学
校
教
育
の
情
報
化
（
教
育

デ
ー
タ
利
活
用
、
教
育
課
程

と
し
て
の
情
報
教
育
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
活
用
し
た
指
導
、
校
務

情
報
化
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
、
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
等
）
を
推

進
す
る
。
総
合
教
育
政
策
局

教
育
Ｄ
Ｘ
推
進
室
は
教
育
分

野
全
般
の
Ｄ
Ｘ
や
教
育
デ
ー

タ
標
準
化
、
Ｍ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
Ｂ

Ｔ
、
学
習
ｅ
ポ
ー
タ
ル
等
を

担
当
し
て
い
る
。

１人１台端末活用と共に新学習指導要領の円滑な実
施が求められている。そのために不足する事項を１つ
ひとつ解決していかなければならない。ネットワーク
の再整備、学習者用デジタル教科書・教材の活用や情
報活用能力の育成はすべて「子供主体の学び」を再構
築することから始まる

２面 第４７回ＪＡＥＴ大会
第４７回全日本教育工学研究協議会全国大会（大阪大
会）は、全面オンラインで開催。初の試みとして、す
べての公開授業をオンラインで視聴することができる

４・５面 学習者用デジタル教科書・教材
学習者用デジタル教科書・教材の実証事業と共に各教
育委員会でも独自整備による検証が始まっている。各
教科でどのような活用が始まっているのか。４校の活
用を取材した

６・７面 学校経営と１人１台端末活用
教員用端末・児童生徒用端末から印刷ができるように
した事例、１人１台端末活用を基盤に探究型カリキュ
ラムを全校で策定するなど、１人１台端末活用に伴
い、学校経営全体も変わりつつある

８面 教育委員会対象セミナー札幌
札幌で開催した教育委員会対象セミナー「ＧＩＧＡス
クール構想 ＩＣＴ機器の整備・活用」の講演内容を
報告

一
社
・
日
本
経
済
団
体
連

合
会
は
10
月
15
日
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
確
実
な

実
施
に
向
け
た
緊
急
提
言
を

公
表
。
小
中
学
校
に
1
人
1

台
の
情
報
端
末
整
備
が
ほ
ぼ

完
了
し
た
こ
と
は
前
進
で
あ

る
が
本
格
的
な
活
用
に
向
け

て
様
々
な
課
題
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
と
し
、
緊
急

性
の
高
い
施
策
と
考
え
る
次

の
4
つ
を
提
言
し
た
。

▼
高
校
生
1
人
1
台

教
育
用
端
末
の
整
備

1
人
1
台
端
末
の
活
用
を

経
た
小
中
学
生
が
高
等
学
校

で
も
1
人
1
台
端
末
を
活
用

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

提
言
。
実
現
の
手
段
と
し
て

Ｂ
Ｙ
Ｏ
Ｄ
や
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
の
活
用
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
補
助
金
の
拡
充
等

を
挙
げ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
は
画
面
の
大
き
さ
や
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習
等
必
要
な

学
習
を
網
羅
で
き
な
い
点
に

も
触
れ
た
。

▼
教
員
用
端
末
の
整
備

教
員
の
授
業
用
端
末
の
未

整
備
が
各
地
で
課
題
と
し
て

挙
が
っ
て
い
る
。
各
教
室
に

1
台
は
あ
る
も
の
の
全
教
員

配
備
に
至
っ
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
。
緊
急
事
態
で
あ
っ

て
も
学
び
を
止
め
な
い
手
段

と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

実
施
が
一
般
的
に
な
っ
て
い

る
今
、
あ
る
程
度
の
性
能
を

持
つ
教
員
用
端
末
は
1
人
1

台
に
必
須
で
あ
り
、
さ
ら
に

予
備
機
や
支
援
機
器
が
必
要

で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続

環
境
の
整
備

適
切
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
国

の
財
政
措
置
に
よ
り
小
学
校

か
ら
高
校
ま
で
全
て
の
学
校

で
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
ア

セ
ス
メ
ン
ト
を
早
急
に
実
施

し
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
し

た
環
境
整
備
を
求
め
た
。

▼
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
・

コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実

生
徒
と
教
員
が
質
の
良
い

ア
プ
リ
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の
操

作
性
や
効
果
を
実
感
す
る
た

め
、
全
国
の
都
道
府
県
・
市

町
村
に
お
け
る
活
用
実
績
・

効
果
を
得
る
た
め
の
試
験
的

導
入
予
算
を
拡
充
す
べ
き
で

あ
る
と
し
た
。

例
と
し
て
経
済
産
業
省
の

Ｅ
ｄ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
導
入
補
助
金

を
挙
げ
た
。

●局内のあらゆる課等において一人一台端末等の情報環境を前提とした業務を推進するた
め、情報教育・外国語教育課を発展的に解消。
●修学支援に関する業務と端末整備をはじめとした学校教材の整備を一体的に推進する修学
支援・教材課を新設。
●学校教育の情報化に係る局内全体の司令塔としてプロジェクトチームを設置。
※学校デジタル化プロジェクトチームを中心として、総合教育政策局教育ＤＸ推進室（担
当 : 教育分野全般のＤＸ、教育データ標準、ＭＥＸＣＢＴ、学習ｅポータル等）とも連携
しながら推進 （文科省10月1日公表資料より）

福
岡
市
立
百
道
浜
小
学
校

（
酒
井
美
佐
緒
校
長
）
は
、

昨
年
度
11
月
末
ま
で
に
福
岡

市
内
に
1
人
1
台
の
情
報
端

末
環
境
が
整
備
さ
れ
て
か

ら
、
児
童
の
能
動
的
な
学
び

に
着
目
し
た
1
人
1
台
の
情

報
端
末
の
活
用
を
進
め
て
い

る
。
特
に
、
酒

井
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
っ
て
、
教
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

み
、
学
校
全
体
で
の
活
用
が

確
実
に
進
ん
で
い
る
。
教
師

も
児
童
も
授
業
や
授
業
以
外

の
場
面
で
も
日
常
的
に
活
用

し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
校

長
自
ら
の
活
用
は
と
て
も
興

味
深
い
。

酒
井
校
長
は
、
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
を
用
い
て
、
児
童

全
員
に
直
接
ア
ン
ケ
ー
ト
を

答
え
て
も
ら
う
よ
う
に
し

た
。
例
え
ば
、
導
入
当
初

は
、
情
報
端
末
で
ど
ん
な
こ

と
が
で
き
そ
う
か
を
回
答
さ

せ
た
。
年
度
末
の
振
り
返
り

で
は
、
1
年
間
、
挨
拶
が
き

ち
ん
と
で
き
て
い
た
か
を
回

答
さ
せ
た
。
今
年
の
夏
に

は
、
情
報
端
末
を
持
ち
帰
っ

て
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
児

童
自
身
が
考
え
る
使
い
方
の

ル
ー
ル
を
聞
い
た
。

酒
井
校
長
が
出
し
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
問
い
に
対
し
て
、

子
供
た
ち
は
発
想
豊
か
に
答

え
て
く
れ
た
よ
う
だ
。

子
供
た
ち
は
端
末
の
持
ち

帰
り
に
つ
い
て
、
「
家
庭
で

タ
イ
ピ
ン
グ
を
練
習
し
た

い
」
、
「
家
庭
科
で
学
習
し

た
調
理
を
家
庭
で
実
践
し
、

記
録
を
作
成
し
た
い
」
な
ど

を
Ｗ
ｅ
ｂ
ア
ン
ケ
ー
ト
で
回

答
し
た
。

こ
れ
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の

結
果
は
集
計
し
て
グ
ラ
フ
化

さ
れ
て
、
毎
月
1
回
実
施
さ

れ
る
全
校
集
会
に
お
い
て
、

酒
井
校
長
が
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
報
告
す
る
。
集
会

は
、
当
然
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実

施
さ
れ
る
。
校

長
自
ら
が
情
報

端
末
を
積
極
的

に
活
用
す
る
姿

か
ら
、
子
供
も
担
任
教
師
も

積
極
的
な
活
用
に
向
か
う
だ

け
で
な
く
、
教
頭
や
担
任
教

師
の
事
務
負
担
が
大
き
く
減

る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
校
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
が
、
こ
れ
か
ら

の
1
人
1
台
の
端
末
環
境
を

活
か
し
て
い
く
上
の
カ
ギ
に

な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

●とてもがんばった
●まあまあがんばった
●ふつうにできた
●あまりできなかった

紙 面 案 内

学校給食・食育特集

第1月曜日発行

「深い学び」を支える
１人１台端末活用を
「深い学び」を支える
１人１台端末活用を

紙 面 案 内紙 面 案 内

月曜日

神楽月・雪待月
文 化 の 日（１１／３）
ユネスコ憲章記念日（１１／４）
ノーベル賞制定の日（１１／２７）

日

（令和3年）
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1月

2021年
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全教員が特別支援の基礎を理解全教員が特別支援の基礎を理解
特別支援学校の教職課程コアカリキュラムを策定

学校教育の情報化をさらに推進

文科省が組織改編

組織改編及び改編後の学校教育の情報化の推進体制

中
村
学
園
大
学

教
育
学
部

山
本
朋
弘
教
授

Ａ
Ｓ
Ｄ
の
理
解
は
必
須

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
で

全
児
童
か
ら
意
見
収
集

高
校
生
用
情
報
端
末
や

教
員
授
業
用
端
末
配
備
等
を
提
言

高
校
生
用
情
報
端
末
や

教
員
授
業
用
端
末
配
備
等
を
提
言

経
団
連

オンライン全校朝会でアンケート結果
を発表する酒井美佐緒校長。子供たち
は校長の質問（下）に情報端末で回答

2がっきの「あいさつ名人」の
がんばりをおしえてください。

デ
ジ
タ
ル
部
活
を
活
性
化

デ
ジ
タ
ル
部
活
を
活
性
化
経
産
省
が
検
討

（１） ２０２１年（令和３年）１１月１日（月曜日）

412件の回答

全
国
大
会
開
催
で
盛
り
上
げ
図
る
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教員研修
授業活用

教員研修
授業活用連載 ＧＩＧＡ端末を活かす！

福岡市立百道浜小学校福岡市立百道浜小学校⑤１人１台端末活用は校長のリーダーシップがカギ⑤１人１台端末活用は校長のリーダーシップがカギ

■紙面問合せ
�kks@kknews.co.jp

■購読申込みはこちら→

■Twitter
@kyoikukatei


